
Ⅰ はじめに

平成２３年，保健師看護師課程の統合カリキュラム

から保健師課程選択性導入を可能とした保健師助産

師看護師学校要請所指定規則が改正された。このカ

リキュラムにおいて公衆衛生看護学の教育内容は，

公衆衛生看護学概論，個人・家族・集団・組織への

支援，公衆衛生看護活動展開論，公衆衛生看護管理

論（健康危機管理を含む）に細分化されている１）た

め，新たに「公衆衛生看護管理論」を開講した保健

師学校養成所は多い。公衆衛生看護管理論の示す公

衆衛生看護管理とは，施設内の看護管理が安全かつ

質の高いケアを提供し，快適な施設を維持するため

に職員や環境を統制するのと同様の機能を持つが，

施設内のみならず，地域を管理する活動があるため，

管理の範囲が広く，管理的な機能の発揮に特徴があ

る２）。

公衆衛生看護管理に関わる卒業時の到達目標は，

厚生労働省看護課長通知「保健師に求められる実践

能力と卒業時の到達目標と到達度」において，「地

域の人々の健康にかかわる事業等を立案し，管理す

る（施策化）」および「地域の人々の生活と健康に

関する社会資源の開発とその質を保証する」という

２つの中項目が示されており，それぞれ詳細な技術

の種類が指標化されている。

公衆衛生看護管理論は，中項目の施策化の技術つ

まり，施策化に必要な情報を収集する，施策化のた

めに関係する部署・機関と協議・公衆する等を到達

度項目として，教授内容を構成する必要がある。さ

らに，保健師課程の最終段階に配置しており，実践

的能力をめざす必要がある。このため，講義中心で

はなく，看護教育で具体的理解や意欲関心を高める

ためよく用いられているロールプレイング３）やグ

ループ演習を取り入れ，より実践的に学ばせる教育

方法を試行した。

本研究の目的は，公衆衛生看護管理における施策

化能力を育成するため，新規事業の企画プロセスを

グループ演習により実践的に学ばせる教育方法の効
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果を明らかにすることとする。本研究において，施

策化とは地域の人々の健康に関わる事業を立案し管

理することと定義する。

Ⅱ 研究方法

１ 教育実践方法

１）教育目的・目標

教育目的は，保健師の活動の特徴である地域を担

当して，地域のケアマネジメントをしていく公衆衛

生看護管理について学ぶとした。教育目標は，公衆

衛生看護管理における事業企画のための施策化およ

び予算化について，グループ演習を通して，具体的・

実践的に考察することができるとした。

２）授業方法・内容

本科目は１単位１５時間である。

２ 授業評価方法

１）評価対象・評価時期

公衆衛生看護論を履修選択した学生（保健師選択

制）２４名

表１ 授業進行と内容

回 項 目 内 容 ・ 方 法

１ 保健計画立案 保健計画立案
健康日本２１計画立案過程の公衆衛生看護活動実践事例を使用した講義。

２ 公衆衛生看護
管理・施策化

公衆衛生管理および施策化について，モデル事業の企画書作成例，施策化につい
ての保健師に求められる実践能力と卒業時の到達目標と到達度を用いた講義。
演習では，モデル事業の企画書資料を提示し，企画書をどのようにプレゼンする
かを議題にグループ討議。
プレゼンテーション場面をロールプレイングにより発表。
前年の開講科目である公衆衛生看護方法論Ⅰ（地域診断・活動計画）の演習グルー
プ（１グループ４～５人）を編成。

３ 施策化事例演習 公衆衛生看護方法論Ⅰ（地域診断・活動計画）で作成した「対策立案・活動計画
の策定」の資料を見直し，資料の中から，まだ施策化できていない事業のうち，
施策化したい事業を決定。

４ 施策化事例演習 グループで，選定した事業の企画書（様式提示）を作成。
その事業企画書をロールプレイング方式で発表。
事業企画した保健師が担当保健部長等に対して，事業の必要性をプレゼンテーショ
ンする場面設定。

５ 施策化事例演習 事業企画書のプレゼンテーションを保健師グループと査定する部長等グループに
分かれてロールプレイング方式で発表。
振り返りとして，事業企画書およびプレゼンテーション方法について，プレゼン
テーション側，査定側，オブザーバーの順に意見を発表。
最優秀事業企画書，最優秀プレゼンテ－ションを，全員投票により決定。
演習方法および目標の到達度のアンケートを記入。

６ 予算化 前回授業時に実施したアンケート集計結果を伝え，学びの到達度の低かった法的
根拠，予算について補足講義。

７ 予算化演習・発
表

グループ毎に施策化演習で作成した事業の予算書を作成（様式提示）。予算書の発
表と意見交換。

８ 最終レポート・
まとめ

レポート提出。レポートテーマは「新規事業企画演習および予算作成演習を通し
て学んだこと」。
提出後教員のコメントをつけて返却。
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２）評価データの内容

①目標達成度についてのアンケート調査

アンケート項目は，保健師に求められる実践能力

と卒業時の到達目標と到達度に記載された保健師教

育を受けた学生の技術の習得度を用いて，精神運動

領域と認知領域に分けて構成した。「できるまで到

達する」精神運動領域では，施策（事業・制度等）

の根拠となる法や条例等の理解，施策化に必要な情

報の収集，施策化が必要である根拠の資料化の４項

目とした。「わかるまで到達する」認知領域では，

関係する部署・機関と協議・交渉，地域の人々の特

性・ニーズに基づく施策（事業等）の立案，組織の

基本方針・基本計画との整合性を図りながら施策

（事業等）を立案，予算の仕組みを理解し予算案を

作成の４項目とし，それぞれ「全くあてはまらない」

から「よくあてはまる」までの４件法で回答しても

らった。調査は授業５回目の施策化事例演習終了後

に実施した。

②演習についてのアンケート調査

アンケート項目は，演習内容のわかりやすさ，現

実の活動場面をイメージできる，演習の順序よさ，

知識の整理，演習目的のわかりやすさの５項目とし，

それぞれ「全くあてはまらない」から「よくあては

まる」までの４件法で実施した。調査は授業５回目

の施策化事例演習終了後に実施した。

③科目を通した学びの内容についての質的調査

科目の最終レポートに記述された内容とした。レ

ポート課題は「新規事業企画演習および予算作成演

習を通して学んだこと」とし，授業終了後２週間で

提出した。

３ 倫理的配慮

受講生にアンケート配布時およびレポート課題提

出時に，研究目的の説明，自由意志，匿名性に配慮

し，研究発表のみに使用し，調査に応じなくても成

績評価に反映しないことを説明した。アンケート調

査では，回収を持って同意が得られたと評価し，レ

ポート課題においては，提出時に書面で意思表示を

してもらった。

４ 分析方法

目標達成度と演習についてのアンケート調査は各

項目の得点割合を分析した。科目を通した学びの内

容は，レポートに記載された記述内容のうち学びに

関係すると思われる文章を抽出し，内容分析の手法

でカテゴリー化した。

Ⅲ 結果

１ 目標の到達度および演習について

受講生２４名中２２名から回収した。（回収率９１．７％）

表１のとおり，演習については，演習内容のわか

りやすさ，現実の活動場面をイメージできる，演習

の順序よさ，知識の整理，演習目的のわかりやすさ

の全ての項目で８割以上の者があてはまると答えて

いた。施策化については，できるまで到達する精神

運動領域では，「施策化に必要な情報を収集する」「施

策化が必要である根拠について資料化する」の２項

目で８割以上の者ができるとしており，到達度が高

かった。一方，「施策の根拠となる法や条例等を理

解する」が４割，「施策化の必要性を地域の人々や

関係する部署・機関に根拠に基づいて説明する」が

５割の者ができるとしており，到達度が低かった。

わかるまで到達する認知領域では，「地域の人々

の特性・ニーズに基づく施策（事業等）を立案する」

は９割以上，行政組織の基本方針・基本計画との整

合性を図りながら施策を立案する」は８割，「施策

化のために関係する部署・機関と協議・交渉する」

は６割が解るとしていた。一方，「予算の仕組みを

理解し予算案を作成予算の仕組みを理解し，根拠に

基づき予算案を作成する」が４割と低かった。

２ 演習による学びの内容

受講生２４名（１００％）全員の最終レポートとして

提出された記述内容を分析した（表２）。

演習を通して，「事業企画のイメージができた」

としたうえで，「企画には地区診断が必要」で，「住

民ニーズの解決手段である」と意義づけている。企

画の要点として，「日頃から住民と密着した活動が

必要」であるとし，「事業の経済効果を示すことが
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必要」であり，具体的には，新規事業企画の根拠と

して，事業の実施は未実施の場合と比べてより高い

経済効果があることを資料化することが重要である

と述べていた。さらには「関係者との目標共有や連

携が必要」，他者に理解してもらうため，「わかりや

すさ」が望まれ，さらには保健師の「プレゼンテー

ション能力が必要」であることを学んでいた。

Ⅳ 考察

受講生は，演習方法についてわかりやすいなどお

おむね良好な評価をしていた。科目目標に沿った演

習課題を設定し，成果物として資料作成するグルー

プ演習や実際場面を想定したロールプレイング演習

で，保健師の行う公衆衛生管理の実際活動をイメー

ジ化できたことが示唆され，講義形式での進行と比

較して具体的学習に結びついたと考えられる。

施策化の精神運動領域の到達目標では，「施策化

に必要な情報収集」，「施策化の必要性を資料化でき

る」については「できる」と評価したのは，実際に

情報収集及び資料化をしたことから実践的にできた

と判断していると考えられる。一方「施策化の必要

性を地域の人々や関係する部署・機関に根拠に基づ

いて説明する」については，他のグループに対して

企画書のプレゼンテーションをした後，他の受講生

からさまざまな反省点の意見があり，「できない」

と判断したものが半数を占めたと考えられる。

学びについてのレポートの記述内容からは，事業

企画には地域診断が特に必要であるとの気づきがあ

り，PDCAで展開する保健師活動にとって重要な

ことは，計画の前段階に行う地域アセスメントに基

づく活動の必要性の説明である４）ことからも，重要

な気づきに繋がったと考える。また，事業企画案を

関係する部署・機関に認めてもらうためにはプレゼ

ンテーション能力が必要であること，そのためには

解りやすい企画書を作成する必要があるという気づ

きがあった。机上演習ではあるが実際に企画書作成

の実施により健康危機管理演習が実践力を培うのに

有効であった５）と同様に，実践的学びを得たと考え

る。

以上のことから，施策化，予算化について演習を

用いて具体的実践的に考察するという科目目標に到

達できたと考えられる。公衆衛生看護管理における

施策化能力を育成するため，新規事業の企画のプロ

表２ アンケート結果

項 目 人 数 割合（％）

演習による学習について
全くあては
まらない

あまりあて
はまらない

だいたいあ
てはまる

よくあては
まる

全くあては
まらない

あまりあて
はまらない

だいたいあ
てはまる

よくあては
まる

演習はわかりやすい内容であった ０ ２ １６ ４ ０ ９．１ ７２．７ １８．２
演習は現実の活動場面をイメージできる内容であっ
た

０ １ １６ ５ ０ ４．５ ７２．７ ２２．７

演習の流れは順序よく整理されていた ０ ３ １７ ２ ０ １３．６ ７７．３ ９．１
演習で学んだ知識が整理できた ０ ４ １６ ２ ０ １８．２ ７２．７ ９．１
演習の目的が分かりやすかった ０ ２ １６ ４ ０ ９．１ ７２．７ １８．２

施策化について（精神運動領域） できない
あまり
できない

少しできる できる できない
あまり
できない

少しできる できる

施策（事業・制度等）の根拠となる法や条例等を理
解する

１ １２ ８ １ ４．５ ５４．５ ３６．４ ４．５

施策化に必要な情報を収集する ０ ４ １４ ４ ０．０ １８．２ ６３．６ １８．２
施策化が必要である根拠について資料化する ０ ４ １６ ２ ０．０ １８．２ ７２．７ ９．１
施策化の必要性を地域の人々や関係する部署・機関
に根拠に基づいて説明する

０ １０ １０ ２ ０．０ ４５．５ ４５．５ ９．１

施策化について（認知領域） わからない
あまり

わからない
少しわかる わかる わからない

あまり
わからない

少しわかる わかる

施策化のために，関係する部署・機関と協議・交渉
する

１ ７ １２ ２ ４．５ ３１．８ ５４．５ ９．１

地域の人々の特性・ニーズに基づく施策（事業等）
を立案する

０ ２ １４ ６ ０．０ ９．１ ６３．６ ２７．３

行政組織の基本方針・基本計画との整合性を図りな
がら施策（事業等）を立案する

０ ５ １５ ２ ０．０ ２２．７ ６８．２ ９．１

予算の仕組みを理解し，根拠に基づき予算案を作成
する

２ １１ ８ １ ９．１ ５０．０ ３６．４ ４．５

武田道子・辻 京子・吉村尚美

― 12 ―

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／四国大学紀要／２０１６年／自然科学編（第４３号）／横組／武田道子　他  2016.07.22 19.39.10  Page 



セスをグループ演習により実践的に学ぶ教育方法に

は一定の効果が見られた。

今後は授業内容の工夫を重ね，今回の実践では十

分達成できなかったプレゼンテーション能力の向上

や予算化についての知識の獲得にむけた教育方法の

検討が必要である。
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山大学出版会．１‐３３ページ

５）臺有桂，田�悦子，今松友紀，他，２０１１．地域看護
学教育における健康危機管理演習の試み．横浜看護

学雑誌４（１）．３４‐４１

本論文の一部は徳島市で行われた第６１回四国公衆

衛生学会総会（２０１６年２月）において発表した。

表３ レポートの学びの内容

カテゴリー 主な記述内容

事業企画のイメージができた
実際に自分たちで作ったことによって新規事業企画が実施されるまで
にどのような過程があるのか理解することができた。

企画には地域診断が必要

新規事業を企画するためには，まず対象の県や市町村の情報を集め，
地域をよく理解することが必要であり，情報収集には統計資料だけで
なく，住民の声に耳を傾けたり，地域の特性をとらえたりして，その
地域全体をみることが大切である。

企画は住民ニーズの解決手段
達成可能で予算を抑えた公衆衛生看護活動を行わなければ，多くの地
域住民のニーズに答えることは困難である。

事業の経済効果を示すことが必要

予算を無駄にすることなく，効果的，効率的に事業が進められるよう
に計画しなければならない。少ない予算でも最大限の効果が得られる
ように事業を計画的に実施，評価をし，予算が適切であるかを見定め
ることも大切である。

企画には日頃から住民と密着した
活動が必要

住民が求める事業を計画するためには，保健師としての専門的な知識
と，普段から住民とよい信頼関係を気付き，住民の要求にこたえられ
るようにする力が必要である。

関係者との目標共有や連携が大切
事業の実施には保健師の力だけでなく，他職種・他機関との連携，地
域住民の積極的参加が必要であることを学び，少ない予算で実現可能
な事業を計画することの難しさを実感した。

プレゼンテーション能力が必要
企画内容をしっかり順序立てることでプレゼンテーションしやすくな
り，相手に伝わりやすくなるということが分かった。

企画書はわかりやすいよう作成す
る

企画するときは必要性が伝わるように，背景と課題を考え，グラフを
用いて見やすいように工夫し，誰が見ても分かるような内容であるこ
とが必要だと感じた。

公衆衛生看護管理論において施策化能力の育成をめざした演習等教育方法の効果
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